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ユニバーサル対応コンテンツの制作
近年、官公庁の掲示物、広報物等のユニバーサル対応が進んでいます。

出版物においても、新規顧客層の獲得、企業イメージ向上などの
効果が期待できるユニバーサルデザイン。当社の関連サービスを紹介します。
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▲

の「Uni-Voice Blind」、一般向け多言語対応の「Uni-
Voice」の二つです。
　印刷物にコードを入れても、それがどこにあるのか
視覚障害者には分かりません。そこで、手探りだけで
見つけられるよう紙の右下に切り欠き加工を入れるの
がルールとなっています。
　当社ではテキストデータからUni-Voiceコードを作
成することが可能です。

■ユニバーサル社会とは
　ユニバーサル社会とは、「年齢、性別、障害、文化
などの違いに関わりなく誰もが地域社会の一員として
支え合うなかで安心して暮らし、一人ひとりが持てる
力を発揮して元気に活動できる社会」のことです。
　私たちが作成している書籍コンテンツは、文字や写
真といった視覚から得られる情報を伝える役割を持っ
ています。しかし、視覚に何らかの障害がある人にとっ
ては健常者と同様の情報を得ることができません。
　印刷物のユニバーサル対応は、おもに視覚障害のあ
るユーザーのための支援策となります。今回は、これ
らユニバーサル対応コンテンツへの当社の取り組みを
ご紹介します。

■Uni-Voice
　Uni-Voiceは、印刷物の文字情報をQRコードのよう
な二次元コードに変換し、それをスマートフォンアプ
リや専用装置で読み取ることで、音声を出力するプロ
グラムです。
　特定非営利活動法人日本視覚障がい情報普及支援協
会が開発したもので、何らかの障害により文字を読み
取れない、仕事や観光で来日して日本語が読めない、
などのハンディキャップがある人への情報伝達を、音
声によってサポートしてくれます。Uni-Voiceは一つ
のコードに800〜1000文字の情報を収録できます。通
信環境不要でオフラインでも利用でき、多言語にも対
応しているという特長を持っています。
　身近な採用例として、ねんきん定期便、個人番号（マ
イナンバー）通知書など官公庁が発行する文書、社会
インフラにおいては水道検針票、防災情報などが挙げ
られます。現在では観光パンフレットや掲示板に、ま
たインバウンド向けに多言語化して利用されるシーン
も増えてきました。
　音声コードを読み取るためのアプリが、障害者向け

Uni-Voice Uni-Voice
Blind

Uni-Voiceコードサンプル
上のアプリで読み込むこと
により、音声が再生されます。
※実際には切り欠き加工が
必要です。
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音声コードの印刷位置のルール
片面印刷の場合 両面印刷の場合

コードの周囲には最低4mmの余白が必要です。また、中心位置
が印刷物の端から25mmになるように配置します。片面印刷の
場合は右下に1カ所、両面印刷の場合は2カ所の切り欠き加工が
必要となります。
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色覚に障害のある方には、AのグラフがBのように見えている場合が
あります。（P型色覚の場合）  Cはこれをカラーユニバーサルデザイ
ンに配慮し作り替えたものです。色覚に障害があってもDのように
見え、グラフの情報を正しく伝えることができます。
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文字が潰れにくくなるように
空間を広く取っています。

濁点を大きく、位置を正し、
判別しやすくしています。

似た文字と混同しないよう
アキを大きく確保しています。

なるべく手書きに近づけた
デザインに改めています。

ダヂゴ
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　近年、企業の温室効果ガス削減においては、CO2排出量の算
定範囲をサプライチェーン全体とする動きが広まっています。
　当社は2021年より新潟県のオフセットクレジット制度『新
潟県J-VER』に登録されている「南魚沼銘水の森」間伐プロジェ
クトを支援しており、このプロジェクトのクレジット（排出権）
購入により、デザインDTP制作時に排出されるCO2を相殺し
ています。
　当社で制作した媒体には『カーボン・オフセットDTP』ま
たは『カーボン・オフセットデザイン』のオリジナルロゴを入
れられます。
　また、環境配慮の表記内に「この製品のDTP（デザイン）

はカーボン・オフセットされています」といった文言を入れる
ことが可能です。
　お客様の環境保全活動の一環として当社のデザインDTP制
作をお役立てください。

カーボンオフセットDTP　—温室効果ガス削減の取り組みについて—

■カラーユニバーサルデザイン
　現在、国内に一般と異なる色覚を持った方が500万
人以上いると言われています。遺伝性のものが多いと
言われていますが、白内障などの目の疾患によって後
天的に色覚に障害を負うこともあります。
　色覚に障害があっても一般の人と同じように商品や
サービスを利用できるような工夫をカラーユニバーサ
ルデザインといいます。
　当社ではシミュレーションソフトを使って、色弱者
に見えている色を疑似再現することができます。色覚
のタイプ別にそれぞれの見え方を確認し、色や形状を
調整することによって、色覚障害から生じる見えづら
さや分かりづらさを、紙面デザインから排除すること
ができます。

■UDフォント
　UDフォントとは「Universal Design Font（ユニバー
サルデザインフォント）」の略で、「使いやすさ、見や
すさ」に配慮し設計されたフォントです。2006年に松
下電器とフォントメーカーであるイワタが共同開発し
ました。
　特に意識していなくても、私たちは日々多くの情報
を文字から取得しています。雑誌や書籍など文字その
ものを読むためのメディアはもちろんですが、どこか
へ移動する際には案内板や道路標識を、商品を購入す
る際には仕様や金額をやはり文字で確認しています。
その文字自体が分かりにくければ、情報伝達の精度が
低下してしまいます。そのためUDフォントには、漢
字とかなの大きさ、空間の広さ、文字の形、線の太さ
や長さなど細かい部分にまで配慮がなされています。
　近年では主要フォントメーカーごとに様々なUD
フォントがラインナップされており、当社ではすべて
のUDフォントが使用可能です。
　ユニバーサル社会に対応したコンテンツの制作をお
考えの際は、是非当社へご相談ください。

『カーボン・オフセット DTP』『同 デザイン』のオリジナルロゴ
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